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    地 域 を 育 み 大 陸 を つ な ぐ  

「Summer vacation」 蜘手 康介 

＜会長の時間＞ 

先々週の会長の時間に、久

しぶりに東京へ出張した話を

しましたが、主目的は、私に

とって掛け替えの無い大恩人

で旭化成ホームズの社長をさ

れた岡本利明さんの退職感謝記念パーティに出席しました。 

私が昭和４４年に高山に帰り、火薬の販売営業を任された時、

社長から愛知県と静岡県の県境豊根村にてダムを建設している

ので勉強をしてくるよう指示をされ、そこで火薬実験に立ち会い

ました。 

そのダムは豊根ダムと佐久間ダムとを結び昼間は電力を造り

夜は佐久間ダムから余った電力を使い豊根ダムに戻すと言う揚

水式発電の導水路の建設現場でした。元請は熊谷組で下請けは富

山県を主体にしている笹島組で技術指導は旭化成工業の火薬研

究主任でした。岡本利明さんより現場事務所にて工法説明会が有

りました。内容は発破にて地盤を余分に傷付けず如何に余彫りを

少なく出来ないか。余彫りとは多くなった場合、仕上げの時セメ

ント注入が多くなり、余彫りが少ない時は改めて穴を掘る手間が

必要になるので発破にて制御が出来ないかでした。 

 今では当たり前に施工をされていますが、当時は画期的な方法

でそれに立ち会えことに感謝をしました。 

 翌日発破を掛け、結果を見た瞬間、自分だけでなく多くの人は

大失敗と思いましたが、岡本さんの第一声は｢さすが笹島組さん

だ、始めての発破で３箇所でも綺麗に取れている｣と工夫の方を

褒めていました。工夫の一人一人に声を掛け、今晩一緒に酒を飲

んで語り合おうと、その晩午前３時頃まで飲み明かしました。話

は決して弱音の話でなく工夫さんの苦労話や自慢話を聞き合間

に相手を褒めて和やかな雰囲気で終わりました。 

 ２回目で３分の１でしたが回数が進む内に５日目にて完全に

マスターし、別れ際に岡本さんから今後経営に携わるには、現場

に足繁く通い自分では出来ないでは無く問題を直視して携わり、

人の身になって解決をしろ、人は褒められる事にて色々なアイデ

ィアを出してくれる、クレームは最大のチャンスだと言われまし

た。 

 その後、岡本さんは旭化成工業㈱取締役火薬事業部になられ、

火薬業界に色々の改革をされ、１２年前に旭化成ホームズの専務

として出向され兄の息子の結婚式に参列をお願いして話をした

時、自分の夢は旭化成ホームズを日本一の販売数にすると言われ

ましたが、６年前に夢を実現されました。 

会の最後の挨拶にて、行った時点では、古い体質で改革に着手

すると、必ずその様な事は出来ません、事例が有りません、の返

事が返ってきた様で、一つの事例を紹介されました。個人向け住

宅を建設する際、施主としては住宅周りを良くしたいという気持

ちが当たり前と考え、設計に周囲の環境も売ったらと提案をした

そうです。しかし、当社はヘーベルを主体にお客様の要望に沿っ

て建物を売るので土木・造園工事など関係ない、と即却下された

ので、地道に話し合いを重ね、今では売り上げの１/3 は土木・

造園関係が占めるようになったそうです。 

何の商売でも現在売っている物に付加価値を付ける発想を常

に持ち、常識は非常識の精神を忘れずに、何かに付けチャレンジ

する精神と話し合いによる理解を大切にしたいです。 

 

＜今月のお祝い(欠席者分)＞  

 

◎在籍周年記念表彰 

 

菱川 正臣  

２５年  
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＜幹事報告＞ 

◎ＲＩ日本事務局より 

 ・８月のロータリーレートについて 

   １ドル ８８円（現行９２円） 

＜例会変更＞ 

可 茂………8 月 11 日(水)は、納涼家族例会のため、 

18：30～シティホテル美濃加茂 に変更  

        9 月 1 日(水)は、ガバナー公式訪問 

4クラブ合同例会のため、 

3 日(金)シティホテル美濃加茂に変更 

＜受贈誌＞ 

可茂ＲＣ(活動計画書)、郡上長良川ＲＣ(活動計画書)、台北東 

海ＲＣ(活動計画書および会員名簿)、台北市松年福祉會(玉蘭 

荘だより)、社団法人高山市文化協会(高山メセナメイト会報) 

 

 

＜出席報告＞ 

区分 出席 Make-Up 出席者数 会員数 出席率 

前々回 38 名 4 名 42 名 45 名 93.33% 

本日 38 名 － 38 名 45 名 84.44％ 

 

 

＜本日のプログラム＞クラブアッセンブリー 

ＳＡＡ 田中 武 

 委員長に私田中 武、副委員

長に会長経験者の野戸守さん、

委員に小田博司さん、垣内秀文

さん、蜘手康介さんの五人で御

座います。鍋島会長、中村幹事

さんのロータリーヘ想い、ロー

タリーの基本とは何か、基本に

立ち戻って考えたい、その熱い

想いを実践できるように微力で

は御座いますが頑張りたいと思

います。 

 基本方針 

 会場監査（Ｓ、Ａ、Ａ）とは、例会場の秩序を保ち、格調

高く運営されるように常に心を配り、気品と風紀を守り会合

がスムーズにいくように､その使命を発揮し設営監督する。 

 そのためには親睦委員会､プログラム委員会と常に連携を

とり雰囲気づくりを行う。『会長幹事と並んで役員としての地

位が与えられ極めて重要なポストである』SAA委員は自覚を

持って職責を果たすように努力をする。 

 本年度一年間皆様のご協力宜しくお願い致します。 
 
 

 

クラブ奉仕委員会  

委員長    折茂 謙一 

基本方針は、関連各委員会の活

動を円滑にするため連携を深める

ことであり、そのための計画とし

て７月と２月に関連委員会の委員

長会議を開く予定です。 

 

出席・プログラム委員会  

副委員長   垂井 政機 

委員長遠藤隆浩、副委員長垂井

政機、委員寺田昌平、門前庄次

郎のメンバーで活動します。 

 プログラムの方ですが､今期

は会員スピーチの時間を何日 

かとっていますので､できまし

たらベテラン会員の方々に何 

かお話をいただきたいと思って

います。 

 出席については、出席率が 70％台が続くようでしたら電 

話による出席の促し等､何かてこ入れを行い、できうるかぎ 

りの高出席率を目指したいと思います｡また会において現在 

無届欠席ファイン２千円を徴収しています｡何卒欠席の際は 

お電話で御一報下さい。 

 その他、ファインとして遅刻・早退ファイン、及び出席表

彰ファインを徴収させていただきます。 

 一年間よろしくお願いします。 

 

会員増強・職業分類・選考委員会 

委員長   村瀬 勝彦 

４月に開催された地区協議会に於

ける分科会に続き、新年度早々には

地区の「会員増強研修セミナー」と、

すでに増強に関するセミナーが２

度行われています。 

 2630 地区内の会員数は、ここ 10

年間で 5,000 名から 3,300 名へと減少しています。この現実

を目の当たりにするとき、会員増強の必要性を痛切に感じま

す。 

 会員増強に王道無しとよく言われますが、退会防止の為の 

魅力ある例会作りに始まり、充実した事業活動は勿論、その 

中にあって個別の勧誘を熱心に行うなど、多角的に取り組む 

ことが必要と感じます。 

 これには、一委員会の活動では事足りません。西クラブ全
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会員に会員増強の必要性を強く認識していただき、強化月間

中だけにとどまらず、年間を通じて継続的に推進していただ

くようお願い致します。 

 ８月の担当例会におきまして、全会員に新会員の推薦用紙 

と入会手続きのチャートを配布させていただきますので、有 

効に活用していただく事を重ねてお願い申し上げます。 

 

国際奉仕・友好クラブ委員会 

委員長   新田 敬義 

西クラブは、高山デンバー

友好協会の会員でもあり、平

成 22 年はデンバー姉妹都市

提携 50 周年を迎えました。

50周年式典は今年の 4月に営

みましたが都合がつけば『50

年の歩み』と題して市の地域政策課に依頼したいと計画いた

しております。また、来高の外国人観光客の動向等掘り下げ

てみることも考えております。 

 

インターアクト委員会 

委員長   井辺 一章 

5 月の岐阜での教師部会の会

議に、委員長と会長、そして顧

問の荒川先生と共に参加いたし

ました。 

7/20 高山地区合同懇親会を宝

生閣にて、飛騨高山高校・斐太高校両校の校長先生・顧問先

生と高山・高山西ＲＣの会長・委員長・副委員長、そして 2630

地区インターアクト委員の総勢 11名で行いました。 

8/7～8の亀山への年次大会には、来年度開催に向けての視

察として、実行委員の方々にも参加いただきます。 

また今年度の韓国派遣は 2 名、9 月には飛騨地区研修会が

ございます。 

 

ロータリー財団委員会 

委員長   寺田 一夫 

委員会構成は、委員長に私    

寺田一夫、副委員長に菱川正臣さ

ん、委員 平 義孝さん、小森丈

一さんです。 

基本方針は、「ロータリーの綱領と使命の認識していただき。

財団についての理解を深めていただくよう努める」です。 

今年度も、寄付金集めが主な事業として掲げています。年間事 

業計画をしていながら、私自身わからない処があります。寄付 

資金の流れが分からないとか。地区・クラブとして資金使用の 

不自由さがあるのではないかと思うところもあります。もちろ 

ん世界的な面で使われることも大切であるとは思いますが、そ 

の原資の基の各クラブに於いてこの資金を有効活用すること 

も必要ではないかと思います。寄付は、義務の面も必要かも知 

れませんが、一番には快く寄付をしていただくことが大切で有 

りその為にも、財団資金の流れの透明性であり、また資金の使 

い方のシステムの簡略化も必要なのかなと感じます。 

 ロータリー財団はわかりにくいとの印象の中、財団を知れば 

ロータリーが分かると教えていただきましたので、今期は皆さ 

んに寄付のお願いを致しながら財団の意義を学習しながら活 

動して行きたいと思います。どうかご協力を宜しくお願い致し 

ます。 

 

米山奨学委員会 

委員長   小田 博司 

こんにちは、米山奨学委員会 委

員長小田です。本年度の当委員会は、

副委員長に野戸さん 委員に山本さ

ん、岡田さんの４名でお世話さてい

ただきます。 

 さて、私事で恐縮ですが、62 年間の人生において慈善事業

等への参加といえば赤い羽根、緑の羽根、歳末助け合い募金、

神社仏閣への寄進程度しか思い当たりません。このような慈

善事業へ参加経歴のない私が委員長を仰せつかったことは、

高名な当クラブにとっては、如何なものかと考えております。

しかしながら、折角の機会ですので、私自身、実質的な行為

より、意識的な高揚に努めたいと考えます。この１年間、大

先輩である３名の当委員会委員の助言をいただきながら、進

めて参りたいと思っています。宜しくお願いいたします。 

 米山奨学事業の真髄は、日本の大学、大学院で学ぶ外国人

留学生への奨学事業だと少し勉強しました。寄付金を募り、

奨学金を支給して留学生と交流することのようです。その志

は、地球的に極めて公益性が高いと考えられますが、グロー
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バル化する世界状況、民俗間、宗教観紛争も拡大する状況等

を思うときに、この小さな志がどうなるのかな。日本人は、

世界から評価されるのかい。との疑念もあります。 

何れにしましても、委員の皆様の御理解を得ながら、資金

を集めるのが当委員会の最大の目的であります。それぞれの

立場で経済状況等と御相談いただきながら、小さな志を頂戴

したいと考えますので御理解宜しくお願いいたします。 

 

＜ガバナー補佐訪問＞  

ＲＩ第 2630地区 濃飛分区 

ガバナー補佐  伊藤 松寿 様 

本年度、濃飛分区ガバナー補佐

をつとめさせていただきます、高

山西ＲＣの伊藤松寿と申します。

クラブ並びに会員のみなさまに

は、一年間何かとお世話になると

存じますが宜しくお願いを申し上げます。 

2010－2011 年度のレイ・クリンギンスミスＲＩ会長の今年

度のテーマは、「地域を育み、大陸をつなぐ」というものです。

そのテーマのもと、８つの強調事項が掲げられました。 

また、桑月 心ガバナーは、「共に生きる」を信条として、

７つの重点項目を掲げました。ガバナーが第１の項目にあげ、

かつ大事にされているのが「毎週の例会を大切にしよう」 

ということであります。その意を充分おくみとりいただきた

いと存じます。 

日程的なことの確認をさせていただきます。 

・ガバナー公式訪問は、９月１３（月）、ひだホテルです（主

管 高山中央ＲＣ）。3 回目のクラブ訪問を兼ねさせていただ

きます。 

・インターシティ・ミーティングは、１０月２日（土）、会場

は高山グリーンホテルです（主管 高山西ＲＣ）。                               

・地区大会は、１０月２３日（土）・２４日（日）、会場は高

山市民文化会館及びグリーンホテルです（主管 高山ＲＣ）。                             

 

 ＜ニコニコボックス＞ 

●濃飛分区ガバナー補佐  伊藤 松寿 様 

本年度、濃飛分区ガバナー補佐をつとめさせて頂きます。こ 

の一年間、西クラブの皆様には大変お世話になると思います 

が、よろしくお願い申し上げます。 

●鍋島 勝雄さん 

各事業に対し、委員長さんには忙しい中ご協力ありがとうご

ざいます。特に岐阜での平・村瀬委員長、インターアクト懇

親会での井辺委員長、寺田副委員長ありがとうございました。

また、昨日ナベシマグループ 5 社の株主総会を無事終了しま

した。役員改選にて取締役に選任されホッとしています 

●中村 良平さん 

・伊藤松寿ガバナー補佐の訪問を歓迎します。 

・今日のクラブアッセンブリー、各委員長のスピーチ時間が 

少ないのでよろしくお願いします。 

●小森 丈一さん 

伊藤ガバナー補佐の、この一年のご活躍を期待しています。 

きっと立派に務め上げられる事でしょう。 

●山本 善一郎さん、平 義孝さん、菱川 正臣さん、田近 毅

さん､脇本 敏雄さん、内田 幸洋さん、斎藤 章さん、村瀬 勝

彦さん、米澤 久二さん、井辺  一章さん、中林 和夫さん、

田中 武さん、河渡 正暁さん、門前 庄次郎さん、小田 博司

さん、堀川 和士さん、鴻野 幸泰さん、垣内 秀文さん 

伊藤ガバナー補佐の訪問を歓迎します。1 年間よろしくお願

いします。 

●寺田 昌平さん 

7月 20インターアクト懇親会、高山、高山西ＲＣと飛騨高山

高校・斐太高校の各校長顧問先生、井辺委員長の進行で開催

され、鍋島会長井辺さんありがとうございました。感謝感謝! 

●阪下 六代さん 

6泊 8日でデンマークに出張旅行をし、今週月曜日に帰国し 

たところ、我が国では梅雨明けの猛暑下にありました。仕事 

のしわ寄せに加え、暑さ、時差ボケに苦しめられましたが、 

ようやく週末となり、正直ニコニコです。 

●垂井 政機さん 

明日 24日 20:00～21:55 BS JAPANにて｢こだわり駅弁旅-特別

編-｣が放映されます。駅の数だけ味がある、駅弁の数だけド

ラマがある、わが社も少し映るはずです。興味のある方はご

覧ください。 

●粟原 藤義さん 

今日は所用により欠席しますが、先週のクラブアッセンブリ

ーでお願いしたとおり各委員長さんは、例会終了時に事務局

まで原稿を提出願います。文章は短く、短く 
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